
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２２０１

基盤研究(C)（一般）

2015～2012

泥炭土壌の好気的分解速度の水分量・Ｏ２濃度依存性評価

Evaluation of peat soil decomposition rate under various levels of soil

５０４５０２７６研究者番号：

飯山　一平（IIYAMA, Ippei）

宇都宮大学・農学部・准教授

研究期間：

２４５８０３５０

平成 年 月 日現在２８   ５ ３１

円     4,100,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、泥炭土壌の好気的分解速度を、土壌水分・土壌気相中O2濃度への依存性を考慮
しながら、実測により定量することを試みた。泥炭土壌からのCO2放出量の計測用に、携行赤外線CO2濃度計を用いた分
析系を構築した。また、泥炭土壌の水分特性曲線・不飽和透水係数曲線を実測し、野外で生じうる土壌水分の深度分布
を、数値実験により解析した。泥炭土壌供試体を培養し、CO2放出量を経時計測した処、地下水位が深さ100cmに存在す
る状態で、25tCO2/ha程度に相当する放出量を得た。

研究成果の概要（英文）：This study aimed at quantifying peat soil decomposition rates under various 
levels of moisture and gaseous O2 concentration in peat soil. A simple CO2 gas analyzing system for soil 
gas samples was developed. Depth profiles of soil water/air phase that can possibly occur in-situ were 
numerically identified by using the measured soil moisture characteristic curves and unsaturated 
hydraulic conductivities. Some results of peat soil incubation suggested that the amount of emitted CO2 
may become 25 [tCO2 ha�] during two months with the groundwater table level of 100 cm in depth.

研究分野：土壌物理学

キーワード： 泥炭土壌
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１．研究開始当初の背景 
北半球の泥炭湿地は、455 Gt の土壌炭素

を蓄積しており(Gorham 1991)、世界の土壌
炭素の 2～3 割、大気中炭素量の 6 割に相当
(Oechel et al. 1993)する全球的炭素プールで
ある。熱帯泥炭湿地もまた、世界の土壌炭素
の 1/4 を数える(Batjes, 1996)。 

泥炭湿地の多くは、低平地への立地や良好
な水利条件から、農業生産基盤への転換対象
とされ易い。一方、農耕地への転換に伴う湿
原からの排水は、植物体由来の有機物の堆積
物である泥炭土壌の分解を促進し、泥炭湿地
を大きな炭素放出源に転じうる。 

よって、地下水位制御に伴う泥炭湿地炭素
貯蔵量の変化の実態解明と予測とが、土壌炭
素循環への影響を抑えた人為活動の持続の
上で必要と考えられる。 
 
２．研究の目的 

本研究は、全球的炭素プールである泥炭湿
地を対象に、土壌炭素保全と人為活動との併
存に向けた基礎知見として、泥炭土壌の好気
的分解速度の実測定量を目的とした。 

土壌有機物の分解速度については、従来、
温度依存性の解明が重視されてきた。これに
対し、本研究では、未開拓知見である土壌三
相依存性・土壌気相中 O2 濃度依存性の実測
を試みることとした。 
 
３．研究の方法 

泥炭土壌からの CO2放出挙動の、水分量
依存性および雰囲気 O2 濃度依存性を定量
評価することを目的に、泥炭土壌試料を恒
温培養することとした。 

培養にあたり、(1)クローズドチャンバー
法の援用による CO2放出量の経時計測、(2)
土壌試料底部からの毛管水供給による水分
量制御、(3)培養器内の O2 濃度調節、を想
定した。 

同時に、泥炭土壌からの CO2放出量分析
について、携行赤外線 CO2分析器を用いた
分析系の構築を予定した。 

  
４．研究成果 
(1)  泥炭土壌からの CO2 放出挙動の把握
のために、既存の簡易赤外線 CO2濃度計を
援用し、ガス供試体中 CO2濃度の分析系を
構築した(Fig.1)。分析系からの出力と供試
ガス中CO2濃度値とは明瞭な線形関係を示
すこと、この線形関係の温度依存性が小さ
く安定的であること、想定される供試ガス
中CO2濃度を十分追跡可能な精度を持つこ
と、を確認した。 

また、分析系による CO2濃度評価の、ガ
ス試料の分析供試までの所要時間に対する
依存性を定量し、所要 1 時間毎に真値の 1
～2%を補正することにより必要精度の確
保が可能であることを確認した。 

 
(2)  泥炭土壌の実測水分特性曲線および

実測不飽和透水係数曲線(Fig.2)を基に、野
外で生じうる土壌水分の深度分布を、数値
実験により同定した。 



 

 

 
 
その結果、土壌水分条件は、例えば、北

海道の高層湿原由来の泥炭土壌の場合、想
定される地下水位変動範囲内においてほぼ
常時、毛管水による供給が確保されると予
想された。一方、熱帯泥炭湿地由来の泥炭
土壌について、極めて乾燥した条件もしく
は土壌飽和条件のいずれかに偏ることが予
想される実測結果を得、地表付近の土壌有
機物が好気分解に適した水分条件におかれ
る期間が限定的であることが示唆された
(Fig.3)。 

 
 
(3)  泥炭土壌供試体の培養器を試作した。
これらに泥炭土壌供試体(各 50cc)を装填し、
供試体からの CO2放出量を、クローズドチ
ャンバー法の応用により、25℃の恒温条件
下で経時計測した。各供試体の水分条件を、
地下水位が深さ100cmに存在する状態を模
したそれに設定した。 

CO2 放出速度の経時変化は、採土深度
30cm 以内の供試体については 0.1[mgCO2 
cm-3 d-1]程度、採土深度 40～60cm の供試体
については 0.05[mgCO2 cm-3 d-1]程度から始
まり、培養期間の開始後 3 週間程度のうち
に、それぞれ、当初の 5 割程度に低下した。
その後、低下し続け、約 2 ヵ月で 0.02～
0.04[mgCO2 cm-3 d-1]程度に至った(Fig.4)。こ
れらの放出速度の推移を積算し、分解対象
土層の大きさが厚さ 60cm×面積 1 ヘクタ
ールである場合、約 25 トンの CO2 放出量
に相当するものと評価した。 
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